
新年あけましておめでとうござ

います．時のたつのは早いもの

で，２０１５年７月から編集委員を拝命しまして１年半経過し

ました．その間で，低温プラズマシミュレーションに関連

した記事（小特集「非平衡大気圧プラズマのシミュレーショ

ンの現状と展望（第９２巻第９号）」，解説「電子スオーム法

による水蒸気中の電子衝突断面積の高精度な推定」，講座

「実践低温プラズマシミュレーション」）を担当させていた

だきました．これらのうち，解説および講座は今年（第９３

巻）の中頃までの間に刊行される予定になっております．

さて，話題は変わりますが，昨年１１月中旬に開催されま

した低温プラズマの基礎から応用までのいくつかのトピッ

クを学ぶ講習会におきまして，「（低温）プラズマシミュ

レーション」の内容で講義する機会をいただきました．そ

の後，多くの受講者と話をしてみた結果，「職場で当たり

前のように使われているシミュレーションがどういった理

屈で行われ，シミュレーションすることで何がどの程度ま

でわかるかがよくわかりました．」と，プラズマシミュレー

ションに対して私の想像以上に興味（フィードバック）が

あったことに驚きを覚えました．こういった，低温プラズ

マシミュレーションはどうやって理解すればよいのか，そ

のための情報はどこにあるのか……そんなシミュレーショ

ンに興味のある方々に，私が担当した記事がそのきっかけ

や助けになれば……と思い，それのみならず，こういった

方々へ向けた啓蒙する機会を少しでも増やしていかね

ば……と思っている次第です（とりとめのない感じで申し

訳ございません）．

さいごに，これまでの記事提案において，本編集委員

会・委員の皆様に多大なるご助力いただきまして大変感謝

しております．任期まであと半年ですが，引き続き責任を

持って努めて参りますので，どうぞよろしくお願い申し上

げます． （小田昭紀）
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